
 

 

「師走」 

 今年のカレンダーも残り１枚、２０２３年も最後の月となります。１２月は「師走」（しわす）と

も言われています。「昔は年末に僧侶がお経をあげるため、家々を忙しく走り回った」という語源が

よく知られており、忙しい月であると喩えられています。現在でも年末になると何かと慌ただしく

なるものです。 

 さて、この機会に２０２３年を振り返ってみませんか。楽しかったこと、苦し

かったこと、様々な思い出が浮かび上がってくることでしょう。気ぜわしい「師

走」ですが、一度立ち止まり、自分の今までを振り返ってみる時間が、次への弾

みやステップへつながることもあるのではないでしょうか。そして、新しく始ま

る２０２４年（令和６年）へ思いを馳せたいですね！ 

 

先日の週末、近くの神社で七五三のお祝いをするご家族を見かけました。七五三は、３歳・５歳・

７歳に行いますが、その始まりは室町時代で、昔は乳幼児の死亡率が高かったため、子どもの成長と

幸せを願い氏神様にお祈りと感謝をするお祝いとして普及したそうです。つまり、

子どもを思う親の愛情表現の行事とも言えます。子どもたちが今こうして成長し、

元気に過ごせるのは、ご家族のお陰です。これからは七五三の時期には、子ども

たちが家事の手伝いをしたり、「ありがとう」の言葉をかけるなど感謝の気持ちを

伝えたりする日にしてはどうでしょうか･･･。 

 

「イチョウの木」 

 中名田小学校のシンボルタワーである「イチョウ」の木ですが、ここ

数年老朽が進み、枝の落下等危険な状態が続いていました。そこで、地

域の皆様や小浜市教育委員会と相談の上、伐採する運びとなり、11/14

（火）に作業が行われました。 

 当日、地域の年配の方から、「イチョウの木の伐採はいつするのか。

中名田小の思い出がつまったイチョウの木だから伐採の様子を見てお

きたい」というお電話をいただき、地域の皆様のイチョウの木に対する

思いを改めて感じました。樹齢は定かではありませんが、約１世紀近く

中名田小学校を見守ってくれた中名田地区のシンボルでした。 

 

「地域の一員として」 

 11/12（日）６年ぶりに開催された「ふるさとまつり」にて、「米

粉クッキー」販売の収益の一部を中名田地区へ寄付させていただ

きました。小学生の自分たちに出来る事を通して、地域の一員と

しての役割を果たした達成感が子どもたちの顔を見ていると感じ

ることが出来ました。同時に、取組んできた活動を無事終えるこ

とが出来た安堵感も見られました。この活動を含め「ふるさとを

愛する子」の取組みでは、たくさんの皆様のお力添えのお陰で十

分な成果を得ることが出来ています。ありがとうございます。 
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1/27（土）の「生き生き学習発表会」において「ふるさと学習」の取組みをご紹介します。当

日は、市長様にも取組みの様子をご覧いただく予定です。 



「人権週間」 
法務省の人権擁護機関では、１９４９年から毎年、人権デー（12/10）を最終

日とする１週間を「人権週間」と定め、その期間中、全国的に人権啓発活動を展

開し、人権尊重思想の普及高揚を呼びかけています。 

 

 本校では、１１／３０（木）～１２／８（金）を「校内人権週間」として位置

づけ、次のねらいを基に取組みを行います。 

 

 

 

 ①がんばり日記 

   学校生活の中で「がんばったこと」を毎日少しずつ書きため掲示していきます。その足跡を見 

ることで、自分の良さや頑張りに改めて気づいたり、友達の良さを理解したりする機会にして 

いきます。 

 

 ②人権集会〔12/6（水）のびのびの時間〕 

  ・校長より人権に関するお話 

  ・安全委員会から、人権週間と週間の取組みについての説明 

  ・よいところみつけ（縦割り班に分かれて） 

 

 ③人権に関する本の読み聞かせ 

  ・読み聞かせを通して、人権に関する意識を高めていきます。 

 

 ④「心あたたまる手紙」作品募集への参加 

   人とのふれあいの中で起こった、うれしかったできごとを振り返ったり、感謝の気持ちを伝 

えたりすることで、自他を大切にする気持ちを育んでいきます。 

 

 ⑤ありがとうの木 

   12/5（火）～12/22（金）まで、友達に親切にされたりみんなのた

めに行動してくれたりした人のことを付箋に書き、廊下に掲示した

「ありがとうの木」に貼付けていきます。友達の行動からきっと学

ぶべき点がたくさんあることでしょう。 

 

併せて、最も大切なことは、子どもたちに関わる私たち教職員一人ひとりが常に人権感覚を磨い 

ていくことです。そのためにも、私たち教職員は次の３点に留意します。 

  ①人権尊重の理念について研修等を通して十分に理解します。 

  ②子どもたち一人ひとりの人権を尊重します。 

  ③学校の教育活動を常に検証します。 

 

 

 

 

 

『緊急時及び欠席等の連絡先』について 

   (1) 平日（月曜日～金曜日）の８：05～１６：35    →  中名田小学校（５９－０３１１） 

   (2) 土・日・祝日・平日の８：05～１６：３５ 以外 →  グーグルフォーム     → 

【中名田小ＨＰ】･･･子どもたちの様子や行事予定等はこちらからご覧ください。 

                        http://edu.city.obama.fukui.jp/nakanata 

・人権問題を正しく認識して、差別や偏見に気づき行動できる児童を育成する。 

・児童がお互いの人権を尊重して、よりよい人間関係を築いていこうとする態度を育てる。 

 

http://edu.city.obama.fukui.jp/nakanata

